
第5章後論

1 rf!f遠江における陶硯の様相と地方官術

(1)はじめに

陶硯は古代の文房具であり、文字を書く際には欠かせない道具の一つである。また、文字の使用

が限定的であった時代には、 一部の人たちだけが保有していた道具であるため、使用されていた場

所が限定される追物でもあるぐそのため、古代においては、律令制の開始による文書行政の消入と

関連して、陶硯が出七する追跡は、当時の行政機関である国府や郡家などの官術迫跡と考えられる。

今回実施した宮竹野際辿跡6次調森では 5点の陶硯が出」；しており、これまでの調介分と併せて

計 12点の陶硯が当追跡では出土している。この数は西遠汀では、吉美中村追跡や井通追跡に次ぐ

数闊であり、当該地域での出十．数としては突出して多い。さらに、宮竹野際逍跡では「北家」と思

書される十器が出上しており、郡家に付屈する施設での陶硯の使／fl実態を知るうえで注目される。

そこで本秘では、西遠汀における陶硯の様札1を各捌式の梢長や出土追跡の分布の特徴から検討し、

官竹野際辿跡出土陶硯をその中で位置づける。さらに、宮竹野際姐跡の性格についても地方官術と

の関係から考察したいと思う。なお、本稿でいう西遠江とは主に天寇川西炉地域の辿江国の範囲を

指すものである。

(2)西遠江出土陶硯の分類と変遷

まず、西遠汀で出土した陶硯を分類し、共伴追物や他地域での出土状況から各型式の年代を推定

し、その消長を検討する。陶硯の分類については多くの先行研究があるが、今lhlは平城駁出土陶硯

の分類（奈文研2006・ 2007) と横田氏・杉本氏の分類（横田 l983、杉本 1987) を参考とした。そ

のため、分類について詳述しないが、圏足硯については細分したので、その点については詳述する。

分 類 西遠江で出土した陶硯には、円面硯（圏足硯 ．蹄脚硯 ・獣脚硯 ・低脚硯 ・無脚硯 ・中空

硯）や形象硯（亀形硯 ・宝珠硯）、裔杯形硯、風字硯がある。1廿l旬硯の内、圏足硯は脚部の透かし

により細分し、脚部の透かしが細い長方形で、数が多いものを控l足硯a、脚部の透かしが方形や円

形、またはそれらを発ll合せたもので、数が少ないものを圏足硯b、透かしと透かしの間に線刻を施

すか、または透かしがなく線刻のみのものを圏足硯cとした。これら困足硯は分類ごとに形態や大

きさも異なり、透かしの形態が器形にも反映されている。

圏足硯a (Fig.73-1 ~ 17) 圏足硯aは西遠汀で 17点出土している。硯面は、平坦で陸部と海部

を凸常により分けるものと分けないもの、1径部と海部を段差により区別するものがある。脚部形態

は壷 ・甕類の「1縁部と共通する。その出現時期は、 7W:紀後半～ 8世紀前 ‘-1’・・頃の逍物と共伴する

I • 2の時期と考えられる。さらに、9世紀以降の確実な事例はないため、 8111：紀代で生産 ・使用が

終わる型式と捉えられる。そのことから、再竹野際追跡出上の 4は、 9Ill:紀以降の席位から出士し

ているが、 81II：紀代の追物と想足され、さらに、愛知県黒統3号窯跡に類例があるため （小幡
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2005)、8世紀後1'類の時期と考えられる

圏足硯b (Fig.73-18~ 35) I叫足（I比bは11り辿江で 18点II,1f・.している 硯面は、陸部とiilJ..i,i:11を段

差により l砂ljするもので、その橙界に凸術を付すものが多い 脚部形態は脚付き悩種の脚部や大刑

、ド瓶 ・鉢などのII紺部と共辿するものか多い。！1,1現時期は、他地域の状況から 7111：紀と考えられる

西辿江では 7IIt紀代の賓料と共伴する.:J~例はみられないが、 1 8 ・ 22は形態的特徴から 7Ill：紀代の迅

物とみてよいだろう さらに、この利式は 8ilt紀後1'：以降の追物と共伴する事例がみられないため、

8 1 11：紀後 ‘I'•• に 4:． 9液 ・ 使用が終わると考えられる そのため、宮竹野際追跡で出．．I・.した 35は81It紀

中頃～後1'：しこかけての彬位から出上したことを名憑すると、 8lit紀中頃のft科と椎測される

圏足硯C (Fig.74-36~46) f召足硯cは西辿江で 11点i1',I・.している 硯血はいずれもI；や部と海

部を段沿により 1人．別するものである ）脚部形態は銃形の11緑部と共辿するものが多いが、村名窯出

Lの44は同窯からt111：する・,i,;:煩のIl松部とln)しである この刑式の出現は、 36か8世紀中頃と考

えられる他は 811［紀後半以降の追物と共伴する 'li例が多く、生廂地においても 8lit紀後 1'••の窯跡か

ら出 I・.しているため、 8枇紀後半頃と想定される。 また、他の圏足硯と沢なり 9ilt紀以降も使用が

確認でき、隣II:lのこ河国でも[1i]様の栢向がみられる（小幅2005)^ さらに、パ=.,m地の占名：党や二川

烹で確認できることから、10111：紀以降も4:．産している可能性があり、 1倒足硯a・bの衰退後も継続

してIIこ1荏・使mされていたことがうかかえる ）Jllえて、この咄式は東11本で広<m1：：しており（円

中2004・ 2005 ・ 2011)、その出現に束IKIからの影？限が少なからず想定されるc また、控1足似bと形

態や大きさが煩似し、そのi・ぃ退と人れ枠わる形で出現することから、西辿江では1糾足硯bをfil形と

した1利式と捉えることもII「能である

蹄脚硯 (Fig.74-47~49) 蹄脚硯は他辿汎で3,1!i.Ili土している＾いずれも、都城で出上する典型

的な蹄脚硯ではなく、 47・ 48は梱足硯aの脚 t部に粘土を1!liり付けたものである その出現時期は、

平城‘tfで硯部と脚部を一体で作る蹄脚硯が8ilt紀lIi煩に出現していることから （クt文研2006)、8ilt 

紀l1屯'i以降と考えられる

把手付中空硯 (Fig. 74-5 l ~ 55) 把 f付中空硯は西遠江で 5 点出,~．している この利式は 71H:紀

代に特徴的にみられるものであるが（杉本 1987、III巾2004)、西辿汀では、 1J',1-．状況から 7Ill:紀未

-8 111•紀初頭頃に使JI4 が開始され、 8 Ill:紀1iij半～中頃には使Illされなくなると考えられる

低脚硯・無脚硯・獣脚硯 (Fig.74) 低脚硯 (56・ 57)・無脚硯 (58・ 59)・限脚硯 (60・ 6 I)はそ

れぞれ2点ずつ出 l：している U これらの陶硯は、 56が7i彫紀代の可能1化がある他は、他地域の状況

を参考にすると、 8ttt紀代の陶硯とみられる

風字硯 (Fig.75-72 ~85) 風字硯は西辿江で l4、1ば出土しているC r'I¥ I・.した多くは硯面を縦に二

分する 2血硯であるが、 11ばだけ硯liiiを分割しない風字硯 ＼79)もある。その出現時期は、8IIt紀未

~ 9 Ill：紀初頭の辿物と共伴する 72の時期と考えられる また、10~11世紀の灰柚陶器空からも出

上していることから、比較的lsi:い期Illl4:.,',tされ紬けていたことがわかる。 さらには、山茶碗：党の皿

山密跡詳からも／Hlこしているため ('fj川市教委2006)、12Ill:紀に人っても面要かあったことかうか

がえる。

小 結 以上の検討から、西遠江では掏硯の様相が8枇紀初頭と 9111：紀初頭に変化することがみ
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Fig.73 西遠汀出J_．陶硯 (I)
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1 西遠江における陶硯の様相と地方‘i濯i
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いだせる。8世紀初頭は、大宝令の施行により全国的に郡家が成立する時期であり、有術の整備に

半い西遠江では陶硯が許及したと想定され、それにより陶硯の様相も一変するとみられる。また、9

世紀初如は平安点に遷都してF,I]もない時期であり、それに伴う生産体制変化の影響が陶硯にも及ん

で可能性が考えられる。

3)両遠江出土陶硯の分布と特徴

紬いて、陶硯が出tした辿跡の分布傾向やfH+．数などから、陶硯出七追跡の特徴について検討す

る なお、律令期にみられる特徴的な辿物の獣脚付壷 (Fig.78)についても陶硯の分布と関連させ

て検討する。獣脚付壷 （以下、本稿では獣足とする）は、知頸壷などの底部付近に獣の足を校 した

西部を複数付けるもので、多くは 3カ所に付けられる。ただし、獣の足を板した脚部は陶硯に付け

られる場合もあり、本＊は両者をに別しなければいけないが、獣脚硯は出上数が少ないため、ここ

て！ま区別せずに検討する。

陶硯出土遺跡の分布 西返i.lで陶硯が出土した遺跡は 27追跡あり (Fig.76、Tab.4)、およそ 80の

叩 見が出」＇している 。陶硯出土辿跡は各郡に分布し、 一定の範囲内に生中する傾向がみられる 郡

払］における分布を詳細にみていくと、辿跡が密化する場合と分散する場合の二つの傾向がみられる

このような傾向が現れる秤禁として、個々の辿跡の多くが郡家に関連する追跡である点を考磁する

こ、郡家の施設や出先機聞の存在が分布傾向に現れている可能性が考えられる。また、沿跡の分布

鉦 Jと陶硯の出七数の関連性については、辿跡が分骸する中にある井通造跡で陶硯の出土数が多い

のに対して、姐跡が集中する伊場逍跡群内では陶硯の出上が少ない特徴がある。井適辿跡は出先機

周（郡沸）、伊場遺跡群は郡家の中枢域であ り、西遠江では陶硯が郡家の中心施設よ りもその出先

形象硯 0000 00  r し

口陶硯出土遺跡（消費地） △獣足出土遺跡（消費地） ‘ i 
風字硯 0 0 口
出土数 1 5 10 0陶硯出土遺跡（生産地） ▽獣足出土遺跡（生産地）

゜※黒塗りは獣足も出土

Fig.76 I)り遠汀陶硯出J_．逍跡分布l叉l

I ・ 250. 000 1 Ok, 
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l 西迪江における陶硯の様相と地方‘1';'術
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※1遠江紺年の網掛は宮竹野際遺跡の最盛期をKす
※2珈硯の数'iは 1̀ig.73~ 75、Tab.4と対応する

Fig.77 西辿江陶硯変遷~I
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届号・ 遺跡名
| 
1 人・沢

東笠-{-24地点

東笠イ•43地．点
3 •ノ宮市窯場
4 殿[l1地点

5 谷上2地点
6 横枕 I

7 隕枕II
8 湖西運動公閑内

ャ—

占史中村

0

1

2

 

ー3 

一 4 

Tab.4 西遠江陶硯出」追跡一買

郡名直跡の性格図版迫構 ・柑位穫穎 分類 転Itl硯 年代絞 獣足文献
浜 ＋知恵器窯 30 灰I5,・ |. l'l 認足硯b . I¥'-1 ~v-3 + 1 

浜 須忠器窯
80 灰原 瓜 2[!Jj f 1112 

ii言i]［言：：［←巴：I碍I\〗口：
浜郡家関連か 38

+ ~ 
円 圏足硯c

＋ 

+.. -... _.~:::-· -: --- ~ :.: ;;.;·.~;.:: + 碍I I 31 

浜 ＋ 不明 18 ＆採 ITI 困足硯b 不印 IV? ： 4 
＋ 

I 包含庖4屈 rq 困足硯a ＋ IV-2 ~V-3 ., 
2 包含層1崩 I’l 

． 
隅足硯a IV 2 ~ ＼＇3 

I 
19 包含/!42.＂り円 渇足硯b• JV-2 ~V-3 ィ←
20 包含M4肝円 過足硯b .JV-2~V ・3 

I ;； ば含::: ：悶：塁悶i;.'悶：：：:’:： 51 包含'941fli. Iり 把手ttヽI咬硯 1¥『 2~V  3 
← 

集散地 』 と，
52 包含層4f0 円 把T付中空硯 ゜11'-2 ~ ¥'-3 

3 

53 包含層4州 円把ff"中碍 JV-2 ~V-3 I 56 包含陪4的 円 低脚硯 IV-2~＼'3 

62 包含lri3~ 形 亀形硯 IV-2 ~V-3 
69 包含層3培 l'l IV ・2 ~ ¥'3 
70 包含ゎt2hイ 円 J¥’-2~¥＇3 
71 包含屠4fii 円 IV 2 ~¥'-3 
← 
21 ←iり 即足砒b

不明
23 Iり 梱足砒b
79 f段池跡 JJl. I 1f1i 0 

72 SD40 昂， 2面 1

65 I 包含; :~ .. 2 6 1 SXIO 111 梱足硯a ヤ
66 包含kオ 111 ゜5 バ糞中暦II区 i'l lt.1足硯a
10 大滋19焙ll区円 凶足硯a

24 ・大溝中陪II区． Pl 圏足硯b

37 遠蝉Ill区円凶蜆c
8 人和喝IV区 l'I
12 大溝中駁IV区円 ｝

困足硯a

博足硯a
13 大溝IVIメ一 円 「 国足硯a

← 
7 SD3004 /．．層 I’l t隠足硯a 112 
61 S03004卜悩 fll 獣騨硯

(76) 

54 S03010 FI tm加 1咬硯
47 SIな007

t 
Iり 蹄脚硯

63 SK20l5 形
+ 
＋ 
、i,'.珠硯

II 包含祐 fll 懇足硯a
39 包祝 円

， ． 幽足硯ぐ
75 包含柑 +凪;2[｛,i 
76 バ鼻'iVM T If\ ~ 2面
27).;i算＼憬 1'}

—+ --
+ 
想足硯b

3 整地肩11lUIVII!Iり 隠足硯a
36 整lt!!層叫IV/tl 円 紺足硯c

l[［長＋］ ；j硯
84 /:)(原風
85 l<採風
44 灰紺( F! 
45 灰屈( ill 
46 灰原 ：円
82 灰9J;＼ 、風

艇灰釉紺器窯図慧
.. 

ー•—＋円
純 集浴 ，

68 s01001 I：栢，ll

+ 
78 撹乱 磁

← 
2面

笠 26 SD243 円 ：固足硯b
井 41 SB206 l't +-固足硯c

遺
此？郡家関連か 34 遺枯外 ，円 園足硯b

15 遺溝外 1’l 
ャ
圏足硯a

跡 77 SD296 嵐← 。
群

• 
長？郡家関連か 9 包含肘 Il 土

+ -
1 i t- 詔足硯a 0 

40 SP15 円 阻足硯C 1(1) 
74 SRO! 風 2面＼1-2~I] I 

14 8代水Ill l'I !'Ill足硯a ¥.'I ~11 I 

17 古代水m 円 囮足硯a? 8(4) V-1 ~¥1 I 
49 古代水田 円 蹄騨硯？ ＼’-I ~VI I 

2 

4； 霊ば [ l困足硯C- t- ¥ -¥？唸 l_ 
35 S応中射 t 圏足硯b?+- V 3~11-1 ,． 
4 SRO! I)M ; fll I le!!足硯a-- l VJ以岱
48 SROI l騒 円 ャ 蹄脚硯 6(1) ¥l以片

i• 
59 SRO! IM I fll 無脚硯 1「1以悶

＋ 
73 SROI I M I J§J.. 2 lfli I.l以凶

26 森西 長郡玄関連かは 忠~l問マ；塁 9 2 V~1n 28 

27,1 1 111北
+ 

長 災沿 33 包含層JVal(,j 円 梱足硯b . O _ _L_i9 

如番：｝の数’;：は、 Fig.76に対応する ※4種類 l'J:f'lll1i硯、風：風字硯、形：形＆硯、必：必坪形硯
四郡名浜：浜名、引：り1佐、敷：敷籾 ※5転用硯の（）内は、朱が付沿するものの数である

IJl,.: IJl,.玉、長：長1:: ※6獣足は、嶽足の放である
汲3図版の放字は、 Fig.73~ 75 ・ 77に対応する
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Tab.5 西辿江獣足1,H七遺跡一覧

番サ 道跡名 K'II名迄跡の性格獣足文献
①と見 16地点浜 須恵器窯 3 . 32 

②捉ヶ谷IV 浜 集洛 1 33 
令@ JII久保船渡引 集浴 ↓』 34
④ IIDIの汗 引 集落 I ~ 35 
O)村西 敷→一—集浴 ＋ 

1 36 

⑥屁店林 敷 集落 I :li 
⑦村前1ll束 敷 集落 I 38 
--↑ 
⑧角iL

ヤャ t 
4 敷 染落 I :l9 

⑨消水
→ ← 
低郡家関連か

面 k屈敷5I} ＋ 飩灰釉淘器窯 I 
t 1 19 

-—+ 19 

⑪恒式東覚
I 

長？郡家関連か 2 10 
⑰山の花 長？ L'II‘邸関連力:!1 、II
山の神 此郡家関連か 2 .l2 

※1陶硯出ti1'1跡は除く
※2郡名浜：浜名、 11:11｛伍敷；敷智

貌：負涅、長：長上
※3獣足は、獣足の数である
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I梶（遺跡 2 ・ 3 }1孤遺跡 4)II久保船渡遺跡

5東笠T-43地点窯跡 6宮竹野際遺跡

西遠江出土獣脚付壷
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l I厄辿江における位）硯の様相と地）i店1紆

機関で多く用いられた可能性が考えられる。 加えて、 4・：産地を除く陶硯出土追跡では転）ll硯も出 •I ••

する例が多く、多数の人間が文古行政のため文字を占いていた状況がうかがえる。しかし、すべて

の追跡で転用硯が出土するわけではないため、その場合には象徴としての1Ull面も考硲すべきかもし

れない （田中 2004) ただし、西遠江では大きさや希少性などの観点からは象徴的側而はみられず、

むしろ迫跡の性格と保有状況をみていくと、文字の使用と無緑ではないことがうかがい知れる。

大知波峠9発寺と中栓辿跡は古代後半～中世の寺院、祝田辿跡は荘I点l（祝W御厨）に関わる集落で

あり、識字府の存在が想定される。出 1．．した陶硯はいずれも風字硯であるため、 1匂硯の年代と識字

料の存化が想定される年代とは矛盾せず、陶硯の出十を文字の使）I J と l¾J係づけて考えても差支えな

いだろう ＿また、中展追跡は中田北辿跡と同様に 7~8111:紀に盛行する集浴でもあり、ともに円阻i

硯が出 1̂．している。両辿跡とも郡家に関連する追跡とは考えにくいが、追構や逍物からは一般巣沿

と一線を圃していることがうかがえる。そのため、律令制社会で文字を使用する状況を考癒すると 、

貢納に削わる文，！｝や荷札の作成が郷 （里）段階で行われていたn［能性を示唆する事例と評価できる

のではないだろうか この、Iばについては、 1硲i札木簡の分析から郷における荷札木簡の作成に批判的

な見解がだされている （樋「I2003)_,そのため、現時点では判断しかねるが、上品のような4i例に

注Flすることで、考古学的側1rriから地方の末端行政の実態について明らかにする手掛かりになると

考えられる。

獣足出土遺跡の分布 ここまで陶硯の出上傾向について検討してきたが、続いては獣足の分布と

陶硯の関係について検討する。

西辿江では 24遺跡で獣足が出土し （Fig.76、Tab.4・ 5)、その内の 11追跡では陶硯も出上してい

る 獣足出 j・追跡の分布は陶砒出土追跡やそのI剖辺に多く、それらの追跡から遠く離れて出土する

ことが少ないため、分布傾向は陶硯と煩似する （大野 2006)。また、欧足のみが出土する追跡につ

いてみていくと、集落辿跡で出 1：する割令も高く、郡家での使川に限定されないことも指摘できる，

そのため、分布傾向と併せて考えると郡家に勤務する階倍に保有されていたことが推測される。そ

して、歌脚付壷は、形態的特徴が火舎などの金屈製品と頬似するため、金屈器の代わりとして使用

された可能性も考慮される。 しか し、辿江の古代寺院において、これまでの調介ミでは、！吠足の出土

が特無である点を考應すると （t惟岡県教委2003)、仏教捌連辿物とするよ りは官面関連辿物と捉え

るほうが現状では妥当と考える

(4)宮竹野際追跡の陶硯と地方官術

ここでは、宮竹野際追跡出土の陶硯について郡家との関連から検討し、地方宮術における陶硯の

実態について触れる

宮竹野際遺跡の概要 ここまでの検討を基に宮竹野際追跡の陶硯についてまとめると、出土した

陶硯は共伴する追物からs・lit紀以降のものであり、 7世紀に湖る陶硯は出十．していない。また、確

実な圏足硯 bや把手付中空硯を含まず、圏足硯a・cや蹄脚硯、風字硯で構成されていることから、

8枇紀巾頃以降の様柑と判断できる a 加えて、ししi/1]硯と転川硯の比率が拮抗する点も特徴であり 、

r§用硯の 10倍以上の転川硯が出上した伊垢遺跡群と対照的である （鈴木ー2012)。さらに、陶硯を
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多数保有する状況は、類例が乏しいものの、郡家の中枢域というよりは出先機関のような性格を持

っと考えられる。この点に関しては、直竹野際辿跡出上の「北家」墨，I}土器からも指摘できる＾史

引 Kで郡の施設を 「郡家」と記す場合があることから、「北家」の意味を郡家の北の施設と捉える

ことも可能であり 、郡家に関辿する』く記のn［能性は高いと口える。さらに、宮竹野際追跡は、長卜．

祁家中枢と想定される大蒲町村束追跡近辺からおよそ 1km北側に位附し、立地状況から 「北家」と

呼ばれたと椎測される。また、「北家」と呼称され始めた時期は岨情上器から 8祉紀中頃 （辿江編

年V-3期） と考えられ、この時期に出先機凋として本格的に整仙され郡家機能の一部を担うよう

こなったため、多くの陶硯が消伐されたとみられる。

宮竹野際遺跡の性格

ふや伊場辿跡群、

宮竹野際追跡とlnl様に、西遠江で多数の陶硯を出上した逍跡には、井通迫

笠J{:追跡群 （笠井炸林迫跡、社[7追跡）、吉美中村追跡がある。

J卜した陶硯や転）廿硯の様相から、宮竹野際追跡の性格についてみていく ＿

JI；辿辿跡は、多種の陶硯を持つがその中でも圏足(!Jlaの数が多いのが特徴である ，また、同足硯

bや把手卜」中空砒を少祉含み、7~ 8世紀初姐に陶硯が使月jされ始めたことがうかがえる3 宮竹野際

直跡とは圏足硯aの割合が裔い、屯で同じ傾向をホしており、

第5t~t 後 へ
叩

これらの追跡で

これは両追跡とも宜術的機能を 8世紀

中頃に備えたためと考えられる。西遠礼では、圏足硯aは7世紀末～ 8lit紀初頭頃に出現すること

-，ヽら、郡家の成1ク：に伴って爵人される陶硯であり、 11L令的梯相を持つ陶硯と口える r

(]堪遺跡群は、各種の陶硯がみられるが出土傾向に偏りはみられず、 さらに調脊面積に比べて陶

tの出土州が相対的に少ない特徴がある。この現象は、伊楊逍跡群が敷押郡家のヰ枢域であること

こ起因するとみられ、出先機関と想定される井通辿跡とは対照的である。また、笠井追跡群では、

人種の陶硯が出上するが、転用硯を 1点も出土しない特徴がある。庫云til硯が出七した硯の大半を山

める伊場辿跡群とは対照的な様相がみられる。これは宮竹野際造跡や井逓追跡でも同じである。転

4硯の割合が高い伊場追跡群（郡家の中心施設）

竺：井追跡群 （郡家の出先機関または関連施設）

か性格を判断する某準になり得る可能性は高い （鈴木 2012)。このような転用硯の比率と逍跡や出

：地区ごとの性格については、硯の研究で触れられることは少ないが、陸奥I五l附である多買城では、

｀ 
t-̀]璽〗
り
~
／J
 
□"サ ]0= l ：式蔵IjJI(.f2：硯沢究跡 3：沿水台追跡

Fig.79 

0
し

I 4 

東lt11,li+．圏足硯cの類冽

と転用硯の割合が低い宮竹野際追跡や）1．辿辿跡、

とで対比することができ、転用硯の比率からも逍跡

＼`

 

●¥
 

10cm 

政庁地厄の転nl｛視の割合が最も，：はいこと

が指摘されている （生田 2003)c これは官

術の中心施設で転）旧品の割合が凶い西辿

i上の状況と同様であり 、全国的に官面の

中枢では転用硯の割合が閥い可能性があ

ることをが唆する事例である。

陶硯の東国的様相 これまでは哨1Jt地

での状況について分析してきたが、牛産

地における陶硯の様相と特徴について検

討する。占美中村辿跡を含む湖西窯跡群

では、7-!11:紀に特徴的な圏足硯 bを多く生

93 



l !'ti辿iI．．におけるj:.IJ硯())様相と地｝i‘IW紺

産している一方で、＇町列は少ないが、 8llt紀以降には圏足硯aではなく樹足硯cを4:．産しているこ

とがうかがえる＾ しかしながら梢費地では屈足硯cの割合はそれほど此jくなく、生J)li地と様相を楳

にしている では、この圏足硯cについてどのような位悶づけが"1能であるか検討しておこう。

圏足硯cは束同で多く出七する状況から（Fig.79)、東国的様相を持つ陶硯と考えられる。 1Jlj辿江に

おけるf{!j足硯cの成立は、 Ill.I:状況から 8世紀中頃と考えられ、宮竹野際辿跡や）I:辿辿跡が1・｛術的

性格を僻びる時期と用なる 1甘足硯cは匝遠江でfl,1|』i•は少なく、その出現には束囚からの影tnが

想定され、呆同の',l,』要をまかなうために生産された II［能性も衿感されるc そのため、圏足硯cの多

くは東lklに供給されたと見られ、西辿江の消貨地でili七品が少ないと考えられる また、隣国の三

河固も同様の状況にある（小幡2005)。そのことから、西辿江周辺の生光地が東国の湘要にこたえて

いた状況がうかがえる これをふまえて、西遠江における1:iJ硯の地域（Iり特徴について蚊後に触れる。

西辿江における陶硯の様相は、生産地を中心とするが、園足硯cを含む点で東国的様相を持って

いる。そして、il'i1し地で希薄な状況からは東同的様相の脱界に位骰する II［能性がある3 一方で、ii'i

伐地では、宮竹野際遺跡や井辿追跡のように、直足硯aがj:_1本で蹄脚硯も出土する辿跡があること

から、都城的様木IIも持つことが指摘できる つまりこの地域は、東国的様相と都城的様柑が混在す

る地域であることが泣も大きな特徴である

(5)おわりに

本稿では、西述江の陶硯について変遥や分布傾向から検討し、それらをふまえ宮竹野際追跡での

陶硯のあり方から、地方有術における陶硯の実態の一端について明らかにした。特に出先機関での

特徴を明らかにすることができたことで、陶硯や転）ll硯の様相が官術施設の性格を知る手掛かりを

示す可能性があることがわかった。

また、 1•分な検，rtを経なければいけないが、 西辿江の陶硯は内と東の様相が混在することを指摘

できた 、それにより、直遠江秒山の陶硯の様相が見えてくるだろうし今後は本稿で指摘した」i|£l的

様相に注r」することで、律令的性格が強い陶硯においても、中央からの・方向的な影闊だけではな

い情報の伝逹がみいだせると期待される。
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